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② 小売業の業種別の事業所数、従業者数と年間商品販売額の割合（2016年6月1日現在）

⑤ 伝統的手工芸品

注）1　小売業の数値。小売業とは、主として個人用または家庭用消費者のために商品を 
　　　販売する事業所等をいう。
　 2　年間商品販売額は、2015年１月１日から2015年12月31日までの１年間のもの
　　　で、消費税を含む。
資料：総務省・経済産業省HP「経済センサス－活動調査」

　小売業を業種（産業中分類）別に見ると、事業所数、従業者数、年間商品販売額ともに「飲食料品」が大きな割
合を占めています。「飲食料品」の従業者数は138,231人で全体の４割ですが、年間商品販売額は２兆592億円
で全体の３割です。

　埼玉県では、県内の伝統的手工芸品産業の振
興のため、伝統的手工芸品の指定をしています。
現在、20産地の30品目が指定を受けています。

※細川紙　小川町・東秩父村周辺で古くから作られてきた小川和紙は1200年以上の歴史があるといわれています。中でも細川紙は
国内産のコウゾ（クワ科の植物）を原料とし伝統的な製紙用具で作られています。「石州半紙」（島根県）、「本美濃紙」（岐阜
県）とともに「和紙：日本の手漉（てすき）和紙技術」としてユネスコ（国連教育科学文化機関）無形文化遺産になりました。

商業・観光

資料：県観光課
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6
① 商業事業所数・従業者数・年間商品販売額の推移

注） 小売業と卸売業の合計。
資料：総務省・経済産業省HP「経済センサス－活動調査」、
　　　経済産業省HP「商業統計調査」

　1988年と比較すると、従業者数は14万人、年
間商品販売額は５兆6,379億円増加しています
が、事業所数は１万７千事業所減少しています。
　なお、2016年６月１日現在の事業所数は全国６
位、従業者数は全国５位、2015年の年間商品販売
額は全国７位でした。

事業所数
（34,896事業所）

従業者数
（329,181人）

年間商品販売額
（6兆8,716億円）

 1988
年
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（％）

その他
37.2%

飲食料品
30.8%

織物・衣服・
身の回り品
14.1%

機械器具
14.2%

無店舗 3.3%各種商品（百貨店等） 0.4%

5.6% 8.5% 42.0% 10.5% 29.4%

4.1%

9.1% 6.9% 30.0% 18.0% 29.4% 6.7%

年間商品販売額

従業者数

事業所数

73,896事業所 56,851事業所

12.7兆円

18.3兆円

393,471人

533,415人

17



0

1

2

3

4

5

6

0
10
20
30
40
50
60
70
80
90
100
110

0

10

20

30

40

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

1,800

2,000

2,200

0 20000 40000 60000 80000

川越市

狭山市

所沢市
入間市

日高市飯能市

毛呂山町

越生町

ときがわ町

越谷市

草加市
川口市

戸田市
志木市三芳町

ふじみ野市

宮代町

蕨市

吉川市

三郷市

八潮市

白岡市

蓮田市
上尾市

川島町
桶川市
北本市

鴻巣市 幸手市久喜市

加須市

羽生市

行田市

吉見町

滑川町
嵐山町小川町

寄居町

東秩父村

上里町

神川町

長瀞町

皆野町

小鹿野町

横瀬町

秩父市

美里町

鳩山町

東松山市

坂戸市

鶴ヶ島市

熊谷市
深谷市

本庄市

杉戸町

春日部市

松伏町

伊奈町

和光市

朝霞市

富士見市

新座市

国際化
① 国籍別在留外国人の割合（2020年12月31日現在）

② パスポートの発行件数と出国者数の推移

③ 県内の外国人留学生数の推移（各年5月1日現在）

注）出国者数は、埼玉県に住所をおく日本人の数である。
資料：法務省HP「出入国管理統計」、県HPパスポートセンター「事務概要」

パスポート発行件数　202件、出国者数　478人埼玉県の1日

注）　埼玉県内の大学・短期大学及び短期大学部の外国人留学生数である。
資料：埼玉大学HP「埼玉県留学生交流推進協議会」

　2020年12月31日現在の在留外国人数は、
198,235人（無国籍を含む161か国・地域）でし
た。国籍別では、中国・台湾、ベトナム、フィリピン
など近隣のアジア諸国が多くなっています。
注）１　在留外国人数は中長期在留者に特別永住者を加えた
　　　 人数である。
　  ２　中国・台湾の内訳：中国74,826人　台湾3,154人
　  ３　韓国・朝鮮の内訳：韓国15,778人　朝鮮1,336人
資料：法務省HP「在留外国人統計」

注）1  観光地点及び行祭事・イベントの入込客数を施設の分類別に
　　　 集計した数値。
　　2  延べ人数であり、各観光地点等ごとの重複を含む。
資料：県観光課HP「埼玉県観光入込客統計」

注）１ 観光消費額＝観光入込客数×観光消費額単価　
　　　・観光入込客数は実人数であり、観光地点等ごとの重複を除
　　　　いた数値。1人の観光入込客が県内の複数の観光地点を訪
　　　　れたとしても、1人1回とする。
　　　・観光消費額単価（円/人・回）は、観光入込客1人の1回の旅行
　　　　における観光に係る消費額。
　　２ 観光地点等入込客数調査、観光地点パラメータ調査及び宿泊
　　　 旅行統計調査（観光庁提供）、旅行・観光消費動向調査（観
　　　 光庁提供）をもとに推計した数値。
資料：県観光課HP「埼玉県観光入込客統計」

　2020年中の県内の「観光地点別、行祭事・イベン
ト別」の観光入込客数は、観光地点で8,739万6千
人、行祭事・イベントで、792万1千人でした。

　2020年中の県内観光消費額(日本人観光目的）
は、県内からの旅行者が2,136億6,800万円、県外
からの旅行者が1,123億6,000万円でした。

　2000年の「出入国管理及び難民認定法」改正による在留資格の緩和を受けて、2001年～2004年にかけて大幅に
増加しました。その後は増減を繰り返し、近年は増加傾向で推移していましたが、2020年は254人の減少となりました。

④ 観光地点別、行祭事・イベント別
　 の観光入込客数（2020年）

⑤ 観光消費額 (日本人の観光目的)
（2020年）

７

注）１ 小売業と卸売業の合計。卸売業とは、小売業者または他の卸
　　　 売業者に商品を販売する事業所等をいう。
　　２ 可住地面積は総面積から林野面積と主要湖沼面積を差し引い
　　　 た面積をいう。
資料：経済産業省HP「商業統計調査」、可住地面積は総務省統計
　　　 局HP「統計でみる市区町村のすがた2018」

③ 市町村別の可住地面積当たり年間商品販売額（2015年）

10億円/k㎡未満
10億～50億円/k㎡未満
50億～100億円/k㎡未満
100億～200億円/k㎡未満
200億円/k㎡以上

4,884千人

11,914千人

3,427千人

9,268千人

52,405千人

5,498千人

7,921千人 県外から県内から

2,086億
9,600万円

92億
1,600万円

1,031億
4,400万円

49億
7,200万円

総 数
198,235人
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39.3%
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10.8%
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8.6%
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1.7%
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ベトナム
15.4%
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その他
11.9%
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2003
年
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発行件数
73,974件

174,934人

出国者数

（
千
人
）

5,356人

2,188人
上位５位
１位　中国・台湾 2,892人
２位　ベトナム 520人
３位　韓国 314人
4位　マレーシア 87人
5位　ネパール 61人

自然

行祭事・イベント

その他

都市型観光

スポーツ・
レクリエーション

温泉・健康

歴史・文化

観
光
地
点

　可住地1平方キロメートル当たりの年間商品販売
額が100億円を超える市町村は、　いたま市など県
の南部に集中しています。

宿泊 日帰り

（
億
円
）

（千人）
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